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～本気のオトナが全力で環境をつくる保育園～

LaLaLandの保育園はバイタリティーとファンタジーを持った子どもたちが、毎日の主人公になれる場所。
そのサポートに周囲のオトナが「本気」で「全力」で取り組みます。

一瞬一瞬を大切に、全力を出し切ることで楽しい未来の創造がスタートします。

自分の力で未来を切り拓く力

「枠」にとらわれない世界観

意思を伝える力を
育む場所

自分の思いや考えを伝える力。
それは、未来を切り拓くためには
絶対不可欠です。当園では

日本語だけでなく、英語も用いた
言語活動により、伝える力を養います。

子どもは「百人百色」

一人ひとりが
輝ける場所

すべての子どもが輝くためには、
主体性を大切にした取り組みが必要です。

の」チーロプア・ョジッレ「はで園当
考えを取り入れ、

　保育者は子どもたちの活動を
サポートします。

様々な体験で混ざり合う

認める力を
育む場所
人は認めることで、

自分自身が成長することができます。
「農業体験」や「アート」、
「異文化交流体験」を通して、
様々な違いに触れ、混ざり合い、
多様なものを認める力を養います。

環境 体験

自分の力で
切り拓く

言葉

送迎用ではなく、園外活動専用のバス。
通常の保育の中では得られない
体験を沢山用意しています。

外国人の先生が
常駐してます

レッスンではなく、長い時間一緒にいる大好きな先生
だからこそできる、自然な生活の中でのコミュニケー
ションで英語に触れること、また普段の環境に見た目
や言葉が違う先生がいることを認める力を養います。

園外活動用のバス

世界の絵本を保育に
取り入れています

給食について

【活動事例】
・田植え、収穫　・沢遊び・うどん作り
・漁業体験　・コンサート鑑賞
・遊覧船観光　・カレー、豚汁作り　・豆腐作り
・野菜の収穫　・動物園、植物園見学
・餅つき　・プール教室
・博物館、美術館見学　・海岸散歩

保育教材に世界の絵本を取り入れています。海外の
絵本ならではの世界感や表現の仕方など日本の絵本
にはない様々な要素がいっぱい。楽しく先生が伝え
てくれます。

全園自園にて調理を行います。一番美味し
い季節に食べてもらいたいという思いか

ら、季節の食材をうまく生かした献立作りを心掛け
ています。また調理員を交えた食育イベントを数多
く開催し、「いただきます」「ごちそうさま」がしっ
かり言える、楽しい環境を作ります。



環境

一人ひとりが輝ける場所

子ども、保護者、保育士、園に関わるすべての方、
みんながあったかい気持ちで過ごす楽しい毎日の積み重ねが、
素敵な未来へつながります。

安心感の中で穏やかで安定した子ども
一生に一度しかない大事な時間。子ども本人はまだ気づけないからこそ、周りの大人たちが、この時期を満喫できるような環境や思い出を作ってあげたい…。
ここにいたら安心。この人といたら安心。この当たり前なことがとても大切なことだと思っています。
何もしなくても愛されている。何をしても愛されている。
そんな安心できる環境の中で、子どもたちには「笑顔」でいてほしいという願いが込められています。

いつも自分を精一杯表現しようとする子ども
みんな違って、みんないい！だからとっても面白い！たくさんの個性を認め合って、たくさんの良さを吸収しあいましょう。
自分に正直に、お腹が空いたら泣きましょう！愉しいときは笑いましょう！
自分の気持ちや想いを自由に表現できることは、子ども時代の特権。泣き虫、怒りん坊、グズグズもイヤイヤも、嬉しい悲しいも、大好きも大嫌いも、素直
に表現して過ごしてほしいという願いが込められています。

仲間、家族を大切にし、一緒に生活を創り出すことを喜ぶ子ども
優しさ、思いやりを人にも物にも感じられる心から、素敵な毎日が始まります。
子どもはお母さんとのつながりから、家族みんなとのつながり、少しずつ勇気を持って、仲間とのつながりを楽しめるようになります。大人も子どもも安心
して自由に自分を出せるからこそ、一緒にいることを喜べるようになります。
お互いに察したり、感謝したり。そんな絆を創っていきたいという願いが込められています。

違いを認め合い楽しめる子ども
自分と違う意見、違う国の言葉。成長の違いも国の違いも自然に認め合い、受け入れることで広がる世界があります。
互いの良さを感じることで、新しい自分を発見してほしいと言う願いが込められています。

より共感する力を持った思いやりのある子ども
あらゆる物へファンタジーの気持ちが持てる子ども時代。
だからこそ、すべての物に心があるかのようなあたたかい思いやりをもって、世界にある様々な物とつながり、世界の様々な人とつながり、
友情と愛情に満ちた関係を築いてほしいという願いが込められています。
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※午睡は、月齢、子どものその日の状況によって時間が前後することがございます。

これからの時代は､人口知能の発達によって､
人の活躍の場が制限されることが予想されます。

そんな時代を担う子ども達は､人でなければできない関わりや仕事を
自ら進んで楽しめる意欲を持ち合わせていくことが
大切になってくると考えています。
LaLaLand の保育園では､子どもの時期にしか持ち合わせていない、
“ファンタジー” や “なぜ？” の感性を大切にしています。

　 ｢ねぇねぇ､なんで〇〇なの

子どもの興味・関心から生まれる学びを大切に、
アプローチ･サポートをしていきます。

その中で価値観の共通性が高い、
“レッジョ・エミリア教育”（以下レッジョ教育）の
インスピレーションを受けております。
レッジョ教育とは、北イタリアのレッジョ・エミリア市にて
誕生した教育法で、日本ではまだ馴染みが薄い教育法ですが、
世界で高く評価されている理念の一つです。

このレッジョ教育は、子どもたちが持っている好奇心・探究心に
最大の重要性をおき、カリキュラムは子どもたちの興味・関心や
疑問の中から生まれ、子どもどうしが知識やアイディアを相互に交換し、
話し合いやコミュニケーションによって学び合う新しい教育法です。

LaLaLand の保育園ではレッジョ教育の考え方をアレンジし、
独自の興味・関心の表現手法として、英語・音楽・アート・
農業・異文化交流などの体験や遊びの中から、
自然な形で感性を大切にする保育を行います。

LaLaLand の保育

子どもは「百人百色」
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言葉
LaLaLand の保育

意思を伝える力を育む場所

LaLaLand's Global

LaLaLand では英語をはじめとした多言語や、
異なる人種・文化の多様性に触れることを大事にしています。
違いを楽しみ、個性を活かし、思いを堂々と伝える。
そんなコミュニケーションの環境を創ります。
地球人として分け隔てなく接することで、世界中に友達ができる、
国境を越えた架け橋になる子どもたちに
育ってほしいという思いがあります。

LaLaLand では体験という遊びを通して視野を広げ、
思いやりを持った行動、実現する力、豊かな感性を磨きます。
体験からつながりを心に刻み、誰かがいつも背中を
押してくれているという安心感を感じ、自分もまわりも
未来へ一歩踏み出すときに思いっきり応援できる力を。

グローバル体験を通して、こんなこと伝え、感じていってほしいと思っています。

ないからって諦めない

できたことを誇りに思って喜ぶ間違えていても全然気にしない

思いっきり楽しむ、喜ぶ、表現する
伝えることを恐れない

各園に外国人の先生が常駐。言葉、髪の毛や目の色、
肌の色が違う人が身近にいることが当たり前になり
ます。一緒に時間を共有することで、言葉を身につ
けるだけではなく、世界がもっと身近に感じること
ができると信じています。 

一番感性が豊かな子どもたち。そんな子ども
たちが、本物のコンサート等入れないのが大
人の世界。LaLaLand ではその障害を取り払
い、本物のコンサートに近づけて実現！

旅行をすると心が刺激されます。保育園の生
活にも少し遠出をしていつもと違う探究心
を。バスに乗って少し遠くまで、心を刺激し
にいきます。

外国人の子どもが身につけるのと同
じように外国語を自然に身につけた
い。そのために、子どもたちの大好
きな外国の絵本を導入しています。
言葉以外のいろいろなことも絵本か
ら楽しみながら学べます。

外国人の子どもたちと交流する
機会も設けて、世界中に友達が
いることを体感します。

世界の絵本

外国人の先生常駐

外国人との交流

 LaLaLandの

世界を知る時間の工夫

体験
LaLaLand の保育

認める力を育む場所
本物に触れた体験でしか得られない世界「枠」にとらわれない世界観を作る

世界はつながっていること
人はひとりでは生きていないこと

心で感じる感性の大切さ
思いっきり全力を出し尽くす体験

感謝する心、誰かに応援される喜び・安心感、
自己肯定感を育み、将来、未来を切り開く力へ。

見えないものを見えるようにする 見えるものを見えなくする

ときには頭で考えず、思いっきり遊ぶこと。
思いやりを持った行動や

クリエイティブな個性を発揮させたい。

LaLaLandの

体験を通して好奇心をくすぐるプロジェクト

自然の中にはたくさんの生き物が生活し、植
物や昆虫、動物には命があることを知り、人
間と同じように誰かが心を込めて育てる。そ
んな体験がもりだくさん。

自然農業体験 本物の世界 ミニ旅行


